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図版 

 

   

写真 1：直接結縛法のシングル・アウト     写真 2：直接結縛法のダブル・アウト 
リガー式カヌー模型 (ホノルル・       リガー式カヌー：フィリピン・ルソン島 
ビショップ博物館; 2012年 9月)          イロコス海岸(2005年 8月)  

 

 

    
写真 3：間接結合法のシングル・アウト  写真 4：間接結合法のダブル・アウトリガー式 
リガー式カヌー：PNGビスマルク諸島   カヌー：インドネシア・スラウェシ島・ 
ニューアイルランド島 (2003年 9月)    ウジュンパンダン付近(1994年 8月) 

 

   

写真 5：複数の竹を束ねたカヌー漁船：   写真 6：ダブルカヌー模型 
フィリピン・ルソン島・イロコス       (トンガ王国国立博物館; 2006年 7月) 
地方(2005年 8月)               
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写真 7：中間材の入ったダブル・アウト  写真 8：インドネシアのシングル・ 

リガー式カヌーの浮き木部分：      アウトリガー式カヌー：スラウェシ島 

イロコス海岸 (2005年 8月)         南部海岸(1995年 8月) 

 

     

写真 9：沖縄の双胴船模型：       写真 10：沖縄の四艘船模型： 
(慶良間海洋文化館；2006年 6月)     (同左)  
            

   

写真 11：ミクロネシア・カロリン諸島：  写真 12：ポロワット島における航海カヌー 

ポロワット島における航海カヌー製作・  製作・当初の上下を変える作業 

切り口の精査(2012年 3月)               (同左) 

 



『人類学研究所 研究論集』第１号（2013） 

257 

 

     

写真 13：結縛用の籐の一種         写真 14：籐によるショーテン諸島カヌー 

(PNG国アロタウの国立カヌー        アウトリガーの結縛 

フェスティバルにて; 2012年 11月)      (海洋文化館; 2009年 9月) 

 

  

写真 15：籐によるショーテン諸島カヌー  写真 16：籐によるマヌス型カヌーアウトリガ 

アウトリガーの結縛(南山大学人類学博物  ーの結縛(ブレーメン海外博物館; 2010年 8 

館；2010年 9月)            月) 

 

  

写真 17：籐によるラカトイ型カヌーの   写真 18：籐によるラカトイの部材の結縛: 

部材の結縛(海洋文化館；2003年 12月)   PNG国ポートモレスビー付近独立記念日 

                     祝祭用のラカトイ型カヌー (2011年 9月) 
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写真 19：トロブリアンド・キリウィナ島  写真 20：籐紐によって結縛された漁労用カヌ 
における結縛用の蔦(2011年 9月)     ー(同左) 

 

       

写真 21：蔦で結縛されたクラ型カヌー   写真 22：籐で結縛されたミルンベイ型 
(アロタウのカヌーフェスティバル;       カヌー(同左) 
2012年 11月) 

 

          

写真 23 ：タヒチ島産の       写真 24：サタワル島産ココ椰子紐：  
結縛用のココ椰子紐の束              Z-撚り紐(同左) 
(海洋文化館; 2009年 9月)          
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写真 25：アウトリガーなしのカヌーが卓越するソロモン諸島・マライタ島・ 
ランガランガラグーン（1990年 8月） 

 

  
写真 26：ソロモン諸島の外洋漁用カヌー  写真 27：台湾蘭嶼島タオ族のチヌリクラン 
(プラハ・ナープルステク博物館；2010年 8月)  (台北・台湾中央研究院；2005年 9月) 
 

   

写真 28：バイキング船                    写真 29：ニュージーランド・マオリ戦闘用 
(オスロ・バイキング博物館；2007年 8月) カヌー (オークランド博物館；2005年 7月) 
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写真 30：クラカヌーの内部構造      写真 31： 板接合部充填用のマイハダ 
(キリウィナ島; 2011年 9月)        (同左) 

 

 

   
写真 32：ハワイのカヌー修復に使われる   写真 33：全身縫合されたツアモツ諸島のダブ 
「チキリ」(カウアイ博物館；2012年 9月)  ルカヌー模型(エジンバラ・スコットランド 

                        国立博物館 2011年 8月) 
 
 

  

写真 34：縫合型のツアモツ式カヌー     写真 35：同左拡大図 
（タヒチ国立博物館、2010年 8月） 
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写真 36：タヒチヌイで見たカヌー        写真 37：同左拡大図 
(2008年 8月)    
 
 

    
写真 38：タヒチイティ・タウティラ村   写真 39：同左拡大図 
で見たカヌー(2008年 8月)               
    
 
 

    

写真 40：モーレア島で見たカヌー    写真 41：同左拡大図 
(2008年 8月) 
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写真 42：オセアニアカヌーの舳先の装飾各種 [手前がソロモン諸島、後方上がトロブリア
ンド諸島、後方右がハーミット諸島] (オックスフォード・ピットリバース博物館；2011
年 8月) 

   

写真 43：ビスマルク諸島の戦闘用カヌーの鶏冠型  写真 44：ワトム島のカブト虫角 
舳先 (ハンブルク民族学博物館；2010年 8月)    型舳先(海洋文化館；2007年 9月) 
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写真 45：ニューギニア・ハーミット諸島のカヌー(ベルリン民族学博物館；2009年 8月) 

    
写真 46：マティ諸島のカヌー          写真 47：カロリン諸島の航海カヌー 
(ベルリン民族学博物館；2009年 8月)       舳先飾り(ライプチヒ・グラッシー 

博物館；2010年 8月) 

 

写真 48：グアムのタモン湾に停泊するカロリン型航海カヌー(右)と 
復元されたチャモロ型カヌー（左）（2008年 10月） 
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写真 49：海洋文化館蔵クラカヌー(2011年 10月) 

   

写真 50：クラカヌーの Dogina lagim        写真 51：同カヌーの Dogina tabuya 
（海洋文化館; 2011年 6月)         (同左) 
 

   

写真 52：同カヌーのUuna lagim             写真 53：同カヌーのUuna tabuya 
 (同上)                     (同上) 

 


